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問1 18世紀のイギリスは、清からある品物を大量に輸入したことで深刻な貿易赤字に陥りました。その際に決済代金として清へ支
払われ、イギリスから大量に流出したものは何ですか。 （2021年　長野県公立入試　類似）

1.  金 2.  銀 3.  銅銭 4.  綿織物

問2 大老の井伊直弼が、天皇の許可（勅許）を得ないまま日米修好通商条約を結んだことや、将軍の跡継ぎ問題に対して反対意見
を持つ大名や公家、志士たちを厳しく処罰した弾圧事件を何といいますか。 （2017年　岐阜公立入試　類似）

1.  安政の大獄 2.  桜田門外の変 3.  生麦事件 4.  禁門の変

問3 1853年に浦賀へ来航したペリーが、翌年の1854年に再び来航した際に江戸幕府と結んだ条約によって、日本が新たに開港し
た港の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2026年　岐阜公立入試　類似）

1.  北海道の箱館と、伊豆半島の先
端付近に位置する下田

2.  北海道の箱館と、九州北西部に
位置する長崎

3.  伊豆半島の先端付近に位置する
下田と、九州北西部に位置する長
崎

4.  神奈川の横浜と、現在の兵庫県
にあたる兵庫

問4 1858年、幕府の大老を務めていた人物が、天皇の許可である「勅許」を得ないままアメリカと結んだ条約と、その人物の組み
合わせとして正しいものはどれか。 （2021年　熊本県公立入試　類似）

1.  日米修好通商条約 ― 井伊直弼 2.  日米和親条約 ― 井伊直弼 3.  日米修好通商条約 ― 水野忠邦 4.  日米和親条約 ― 勝海舟

問5 1862年、神奈川宿近くの生麦において、薩摩藩主の父である島津久光の行列を横切ったイギリス人を藩士が殺傷する「生麦事
件」が発生しました。この事件の賠償を求めて翌年に鹿児島湾へ現れたイギリス艦隊と薩摩藩との間で起きた戦いと、その後
の薩摩藩の動向について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2017年　鳥取公立入試　類似）

1.  薩英戦争が発生したが、この戦
いを通じて薩摩藩は武力による攘
夷の困難さを痛感し、イギリスへ
の接近や軍制の近代化へと方針を
転換した。

2.  下関戦争が発生したが、イギリ
ス軍を退けた薩摩藩は自信を深
め、江戸幕府に対して異国船打払
令を徹底するよう強く要求した。

3.  薩英戦争に勝利した薩摩藩は、
イギリスとの間に日英通商航海条
約を独自に締結し、領事裁判権の
撤廃を認めさせた。

4.  生麦事件の解決のために下関条
約が結ばれ、薩摩藩は多額の賠償
金を支払う代わりに、イギリスか
ら最新式の蒸気船を譲り受けた。

問6 18世紀後半以降、北方から日本へ接近した外国船への対応について述べた文として、正しいものを選んでください。 （2017年　千

葉県公立入試　類似）

1.  1792年、ロシアのラクスマン
が漂流民を連れて根室に来航し、
通商を求めた。

2.  1842年、異国船打払令を強化
するために、幕府は江戸湾の沿岸
警備を大名に厳命した。

3.  蛮社の獄の後、幕府はすぐに鎖
国を解き、ロシアとの国交を正常
化させた。

4.  清がアヘン戦争に勝利したこと
を受け、幕府は再び異国船打払令
を厳格化した。

問7 幕末の開港後、横浜港は最大の貿易拠点となりました。1865年頃の貿易状況において、日本にとって最大の貿易相手国であっ
た国と、その国への主要な輸出品の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年　千葉県公立入試　類似）

1.  イギリス ― 生糸 2.  アメリカ ― 茶 3.  イギリス ― 綿織物 4.  フランス ― 毛織物

問8 大政奉還によって政権が朝廷に返上された直後、これを不十分とした倒幕派が、徳川氏を完全に排除した新政府の樹立を宣言
するために出した命令は何ですか。 （2026年　千葉公立入試　類似）

1.  王政復古の大号令 2.  五箇条の御誓文 3.  五榜の掲示 4.  尊王攘夷の密勅

問9 1837年に元幕臣の大塩平八郎が大阪で反乱を起こした時期から、1860年に大老が暗殺されるまでの江戸幕府の動向につい
て、時期が最も古い出来事を選択肢から選びなさい。 （2026年　富山公立入試　類似）

1.  水野忠邦が株仲間の解散や人返
しの法などを含む天保の改革を実
施した。

2.  アメリカのペリーが軍艦を率い
て浦賀に来航し、開国を要求し
た。

3.  井伊直弼が勅許を得ないまま日
米修好通商条約に調印した。

4.  江戸城の門外で大老の井伊直弼
が水戸浪士らに殺害される桜田門
外の変が起きた。
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
銀

18世紀、イギリスでは喫茶の習慣が広まったことで、清から「茶」を大量に輸入するようになりま
した。しかし、当時の清はイギリスの工業製品を必要としなかったため、イギリスは代金として大
量の「銀」を支払う必要があり、これが大幅な貿易赤字の原因となりました。

問2 答え 1
安政の大獄

井伊直弼は幕府の権威を立て直すために、反対派を徹底的に排除する強硬策をとりました。この弾
圧によって吉田松陰らが処刑されましたが、幕府への反感はかえって強まり、のちに井伊自身が暗
殺される桜田門外の変へとつながりました。歴史の大きな転換点となった重要な政治的事件です。

問3 答え 1
北海道の箱館と、伊豆半島の先端付近に
位置する下田

アメリカのペリーと江戸幕府が結んだ日米和親条約により、アメリカ船に薪水や食料を供給するこ
とを目的として、下田（静岡県）と箱館（北海道）の2港が開港されました。長崎は江戸時代を通
じてオランダや清との貿易が行われていた港であり、この条約で新たに開かれたものではありませ
ん。また、横浜や兵庫などは後の1858年に結ばれた日米修好通商条約によって開港が決められた港
です。

問4 答え 1
日米修好通商条約 ― 井伊直弼

大老の井伊直弼は、反対派や朝廷の意向を押し切り、勅許を得ないまま日米修好通商条約に調印し
ました。水野忠邦は江戸時代後期の天保の改革を行った人物であり、勝海舟は幕末に海軍の育成や
江戸城無血開城に尽力した人物です。また、1854年の日米和親条約はペリー来航時に結ばれたもの
であり、貿易を認めた1858年の条約とは異なります。

問5 答え 1
薩英戦争が発生したが、この戦いを通じ
て薩摩藩は武力による攘夷の困難さを痛
感し、イギリスへの接近や軍制の近代化
へと方針を転換した。

1862年の生麦事件をきっかけに、1863年に薩摩藩とイギリスの間で薩英戦争が勃発しました。薩
摩藩はこの戦いでイギリスの圧倒的な軍事力を目の当たりにし、それまでの「攘夷（武力で外国を
追い払うこと）」が不可能であることを悟りました。これを機に、薩摩藩は敵対していたイギリス
と急接近し、武器の購入や軍隊の近代化を進めることで、後の倒幕運動の中心勢力へと成長してい
きました。選択肢にある下関戦争は長州藩が関わったものであり、下関条約は日清戦争の講和条約
です。

問6 答え 1
1792年、ロシアのラクスマンが漂流民
を連れて根室に来航し、通商を求めた。

ロシアは18世紀末から極東への関心を強め、ラクスマンが根室に来航したことで、長年続いてきた
幕府の対外政策に揺さぶりをかけました。幕府はこれに対し、松前藩などの北方警備を強化すると
ともに、特定の港以外での交渉を拒否する姿勢を維持しました。その後の1825年には異国船打払令
が出されるなど、当初は強硬な対応が主流となりました。

問7 答え 1
イギリス ― 生糸

幕末の貿易において、日本が最も多く取引を行った相手国は、当時「世界の工場」と呼ばれ圧倒的
な工業力を誇っていたイギリスでした。横浜港を窓口として、日本からは生糸や茶が輸出され、イ
ギリスからは産業革命によって大量生産された綿織物や毛織物などが輸入されました。特に生糸
は、横浜港の輸出総額の8割以上を占めるほど重要な品目であり、対英貿易の中心となっていまし
た。

問8 答え 1
王政復古の大号令

徳川慶喜が大政奉還を行った後も依然として強い影響力を持ち続けることを警戒した薩摩藩や長州
藩、岩倉具視ら倒幕派は、クーデターを断行しました。これにより幕府の廃止と天皇を中心とする
新政府の設立を宣言したのが王政復古の大号令です。これに反発した旧幕府側との間で、その後に
戊辰戦争が勃発することになります。

問9 答え 1
水野忠邦が株仲間の解散や人返しの法な
どを含む天保の改革を実施した。

大塩平八郎の乱（1837年）による社会不安や飢饉に対応するため、1841年から水野忠邦によって
天保の改革が行われました。その後、1853年のペリー来航、1858年の日米修好通商条約調印、
1860年の桜田門外の変へと続きます。1860年には万延元年の遣米使節も派遣されていますが、国
内の政治的混乱はこれ以降さらに激化することになります。


